
























































す る よ う に（ 例 え ばKomaroff（1997） や
キーワード ：尺度構成、項目選択、アルファ係数、構造方程式モデリング、遺伝的アルゴリズム




Item Selection for the Scale Development by the Fit Indices and 


































































































Mean Square Error of Approximation）を引い
た値を適応度とした。ここで、適応度が負の








































境R（R Development Core Team, 2010）を使
用した。また、適合度を得るための因子分析




























































世代 50 100 150 200
10個体 アルファ係数 0.907 0.911 0.913 0.913
S.D. 0.000 0.001 0.001 0.001
20個体 アルファ係数 0.907 0.911 0.913 0.913
S.D. 0.002 0.002 0.000 0.001
30個体 アルファ係数 0.908 0.912 0.912 0.912
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